
 

経済常任委員会調査報告書 
 

 

１ 調査事項 

つくばみらい市内の主要道路整備等状況調査 

 

 

２ 目  的 

市内の主要道路等の整備状況を一体的に視察して進捗状況や実態を調査し，委員会

における専門性を向上させることにより，これからの市の発展に寄与するものである。 

 

 

３ 調査概要 

 

【第１回調査】 

実 施 日  平成２８年７月２７日（水） 

 

出 席 者  委員６人，事務局職員，建設課長及び担当職員 

 

調査内容  陽光台及び小張地内の県道野田牛久線バイパス，谷井田地内の県道取手

つくば線の整備進捗状況を調査 

 

調査結果  県道野田牛久線バイパスは，TXみらい平駅から板橋不動尊を通過し，県

道取手つくば線バイパスへ接続する延長２．３ｋｍ区間である。板橋地区

周辺では TX利用者が増加してから，朝夕の交通量も増加し渋滞が著しく通

学の子どもたちの安全確保がいち早く必要となること。また，伊奈東地区

の市道地区幹線３号線整備が平成２９年度末完了により，伊奈東地区住民

の TXみらい平駅までの交通利便性を高めるものであり，地区幹線３号線と

の接続区間約５８０ｍの整備は特に重要とのことから，茨城県へ道路整備

促進の要望書を平成２８年第３回議会定例会において発議し可決された。 

 

 

【第２回調査】 

実 施 日  平成２８年１１月２２日（火） 

 

出 席 者  委員５人，事務局職員，建設課長及び担当職員 

 

調査内容  東楢戸台線，守谷・小絹線の進捗状況を調査 

 

調査結果  東楢戸台線は，現地調査時は表層工の施工中であった。なお，平成２９

年１月２３日にみらい平地区から県道赤浜谷田部線（旧国道３５４号）ま

での２．９km区間が開通している。 

守谷小絹線は，３工区に分けて工事を実施。現在は社会資本整備総合交

付金を活用し整備を行っている。整備済み区間は，TX車両基地から筒戸ま

での１工区７７０ｍ，及び２工区の一部５００ｍである。用地買収済みは

７１％，平成２８年度は３工区の延長１７６ｍ地盤改良工事が実施されて

いた。 

 



 

 

 

【第３回調査】 

実 施 日  平成２９年２月１６日（木） 

 

出 席 者  委員６人，事務局職員，建設課長及び担当職員 

 

調査内容  歩道整備基本計画の整備状況 

 

調査結果  平成２７年度から「歩道整備基本計画」に基づき，短期５年以内・中期

１０年以内・長期に分けて歩道整備を実施している。これまでに短期整備

を進め，イメージハンプや路面表示，狭さく等を設置している。施工後に

実施した「住民アンケート調査」の結果では，施工箇所での自動車の速度

低下などにより，約７割の方が安心を実感している。平成２８年度は全体

計画１４６箇所中４０箇所が完了している。短期計画７１箇所中２８箇所

５３．５％が完了している。平成３１年度には歩道計画の見直しも行われ

る。 

 

 

４ まとめ 

 

本委員会では，現在着工中の市内道路整備状況の現地視察，歩道整備事業の進捗や

整備状況など計３回の道路整備に関する調査を行った。 

市道及び県道の整備進捗状況を把握し，平成２８年１０月１７日に茨城県知事へ県

道野田牛久線整備の要望書を市議会として提出し，また，歩道整備では，様々な施工

方法により安全性などの効果が上がったことを調査・確認することができた。 

しかしながら，道路や歩道整備においては，危険箇所，工事未完了箇所があること

から，早期の整備を望むものであり，完了工期を延滞することなく実施することを求

める。また，今後も必要が生じた場合には調査を行っていく。 

 


